ワカイ ジョセイ ガ ダイエット オ オコナウ ドウキ ニ カンスル テツガクテキ コウサツ by 若水 潤 & Wakamizu Jun
若い女性がダイエットを行う動機に関する哲学的考察
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Abstract
　　With　this　report，　I　consider　the　point　where　some　social　meaning　or　a　social　model　is　covered　on　the　back　of　diet．
And置make　clear　the　reason　that　is　thought　about　when　will　get　thinner　even　if　young　women　ruin　health．　I
consider　a　characteristic　by　the　reason　why　the　material　of　design　is　a　body　of　oneself．
　　When　there　is　a　feeling　of　some　starvation　for　the　present　situation　in　a　heart　of　people　and　anticipates　liberation
丘om　it，　A　person　rides　the　fashion．　The　woman　was　made　to　stand　alone　in　a　frame　of　home　in　70’s．　The　women
expected　what　was　recognized　more　in　the　world．　hhink　that　this　is　a　feeling　of　starvation　that　a　woman　in　70’s
has　had．　The　charges，　the　aesthetic　standard　f6r　a　woman　were　voluptuous　figures　to　bring　a　richer　image　then，　In
gross　build　of　a　woman　became　good，　and　the　voluptuous　woman　became行nd　much　when　became　70’s　that　was
not　in　need　of　the　eating　habits．　And　it　was　assumed　that　a　thin　figure　to　have　a　weak　image　was　beautifu1．　The
women　were　going　to　be　recognized　for　the’ 狽?奄唐窒?≠唐盾氏@by　people　in　the　world　by　narrowing．　And　in　90’sAman　is
similar，　and　a　woman　comes　to　go　into　the　world，　too，　and　the　aesthetic　value　that　a　woman　is　special　is　not
recognized　as　value　standard　in　the　world，　ability　became　demand　in　order　to　be　replaced．　As　the　index　that　the
ability　that　did　not　look　like　an　eye　appeared　furthermore，　the　thing　that　there　was　not　became　demand　for
corpulence．　Women　showed　ability　and　had　to　geUhinner　so　that　it　was　recognized．
　　Next，豆describe　the　body　which　is　the　o切ect　which　is　going　to　let　change．　A　person　has　used　a　body，　but　has　not
owned　a　body．　Because　a　body　is　same　as　a　person，　a　person　can　not　feel　an　own　body　direct】y．　A　person　borrows
ahelp　of　the　other　person　with　some　method　in　order　to　feel　an　own　body，　and　she　feels　it　as　an　image．　For　this
reason，　an　error　occurs　by　the　perception，　and　when　the　other　peerson　does　not　exist，　the　problem　that　infbrmation
does　not　exist　in，　too　occurs．
　　And　because　a　person　is　same　as　a　body，　she　can　not　treat　a　body　freely．　According　to　the　Sato　a　body　of　a
person　is　a　cultural　exsistence　which　is　based　on　a　anatomical　and　physiolosical　existence．　On　this　reason，　a　person
is　going　to　get　thinner　and　makes　effort　in　various　ways，　but　there　are　many　cases　that　does　not　show　result．　And”
anormal　value”as　an　index　for　it　to　be　recognized　does　not　agree　with　a　standard　value　to　keep　health，　and　this”
nonnal　value”is　re】ative　furthermore．　And　if　a　person　thinks　that　she　wants　to　be　recognized　than　anyone　of
circumference，　she　must　get　thinner　than　anyone　of　circumference．
Accordingly　she　must　get　sterile　because　of　what　is　recognized　than　a　peerson　of　circumference　without　an　end　so
long　as　it　is　not　filled　up．　And　there　is　the　danger　that　even　health　is　ruined．
27
学習院大学スポーツ・健康科学センター紀要　第7号，1999
はじめに
　1998年4月、長瀬産業が行ったアンケート調
査によれば、20代OLの約68％がダイエット経
験を持ち、経験者の約61％がやせるだけでほぼ
生活が楽しくなると考えているとのことである。b
さらに、ダイエットにより一時的に失うものとし
ては栄養と体力をあげている。2）肥満を予防し、
健康を保つためにダイエットは行われるべきであ
るのに、少なくとも20代の女性では逆転してい
るのである。なぜこのように若い女性の多くが「や
せたい」と考えるのだろうか。「やせる」ことと
「しあわせ」の間にどのような関係があるのだろ
うか。
　巷には、やせる方法論を紹介した文献および雑
誌が非常に多く見られる。やせるためのありとあ
らゆる方法が、まるで宗教のように「～すればで
きる」といった形で紹介されている。またその一
方でダイエットを行うことによる危険性に関する
文献、記事も同じように多く見られる。危険性を
指摘した文献、記事が多いということは、それだ
け多くの人々が危険なまでにダイエットを行って
いることを示す。やせるためならば何でもしてし
まう、若い女性はなぜそのように考えてしまうの
だろうか。なにか「やせないではいられない」心
の状態があるのではないだろうか。　「やせないで
はいられない」と考えてしまうからこそダイエッ
トを行うことに必然性があるのだろう。ではこの
状態とは何なのだろうか。この部分が明らかにな
らないことには土台のない家と同じことになり、
ダイエットについての方法論や警鐘は説得力がな
いのではないかと筆者は考える。女性の心の中に
ダイエットをしなけばいられない必然性がある時、
「やせるための方法論」はその女性にとってたと
え理にかなっていなくとも非常に重要な意味を持
ち、ダイエットによって失うものはそれが何であ
れたいした意味を持たなくなってしまう。
　そこで本稿では、この「やせないではいられな
い」心の状態がなぜ起きるかという点を考察し、
それにより、若い女性たちが、健康を損なってま
でやせようと考えてしまう理由を明らかにしてい
きたいと思う。
　「やせる」ということは自分の身体を変化させ
ることである。そこに目的はあるのだろうか。体
重制限のあるスポーツ、例えばボクシングや柔道
では「～kgになることでその競技を行える」と
いう明確な目的がある。「やせる」ことはその競
技に参加するための方法である。だが、一般の若
い女性の場合、そのようなやせることで達成され
る目的とは何なのだろうか、まずその点について
考察したい。そして次にその目的を達成するため
に変化させようとする対象が自分の身体であると
いうことでどのような現象がおきるかについて考
察する。それによりダイエットを行うという行動
の特殊性が明らかになるだろう。
1，現状
　まずはじめに現在どのようなダイエット法が一
般に行われているのだろうか。試みに、1997年1
月より10月までに出版された一般のOL向け女
性誌を無作為に抽出し、そこに現れるダイエット
に関する特集記事を拾い出してみると、最も頻繁
に現れる記事が食事療法および運動を組み合わせ
たもの。　（13誌中6誌）次に入浴、マッサージ
に関するもの（5誌）である。以下食事療法のみ
に関するもの（3誌）、少数ながら運動のみに関す
るもの、精神的な療法についての記事も見られ
る。3｝また長瀬産業調査においても、ダイエット
経験者151人の内、成功したダイエットについて
99人が食事療法をあげ、5】人が運動をあげてい
る。4）さらに内容を具体的に見てみると、食事に
28
若水　潤：若い女性がダイエットを行う動機に関する哲学的考察
ついては食事の量に関する記述より個々の食事の
質についての記述が多く、運動については個人が
室内で手軽に行える手軽な運動が主となっている。
　（ストレッチ、腹筋運動、ダンベル運動等）これ
らの点から1998年現在のダイエット法としては、
個人が個人の責任において行うことが可能であり、
室内であること、金銭を消費しないこと、運動量
は少ないこと、といった特徴をあげることができ
るだろう。では、過去においてはどうであったの
だろうか。
　ダイエットの歴史は非常に古い。アメリカでは
19世紀末にすでに肥満を悪とする思想があり、5｝
日本においても1917年にダイエットに関する最
初の雑誌記事が書かれている。6）その後第二次世
界大戦をはさんで、1959年頃よりまた記事が現
れ始める。だが、その現れ方には一定の傾向が見
られる。5年ごとに区切るならば、60年代は17
件であったダイエットに関する記事が71年より
75年には97件と増加し、76年から80年には373
件と急激に増加している。81年より85年は216
件と一時減少し、以後86年より90年761件、91
年よりの5年間では1206件と爆発的に増加して
いる。つまり、戦後の日本においては76年から
80年と90年以降の2回、ダイエットに関する記
事の増加期がみられるのである。7）また内容の面
でも、いくつかの特徴的な傾向が見られる。76
年より80年には美容器具や食事療法の記事が多
く見られ、80年頃よりこんにゃく、鉄観音茶な
どのダイエット食品や健康食品の利用、またエア
ロビクスに関する記事が増加する。85年以降に
なると多種多様のやせ薬ややせる化粧品、ヨガ、
ジョギングなどの記事が多く見られ、go年代に
入ってからは食事の質への留意と多種のエクササ
イズ（ダンベル体操、マシントレーニングなど）
の両者を同時に行うことが推奨されている。8｝
　そして、これらの記事の現れ方として、ある方
法に関する記事が多く見られる時期には、他の方
法についての記事がまったく見られないか見られ
ても極端に少なくなる。また一時期一定の方法に
関する記事が集中すると定期的にそれの効果に対
する疑問や警鐘の記事が現れ、また別の方法に関
する記事が増加するという特徴がある。すなわち
ファッションと同様の「流行現象」が見られるの
である。ではなぜ女性たちは「ダイエットを行う」
というこの流行にのろうとするのだろうか。
2，流行と心
2－1流行および流行にのるということ
　ここで、　「流行」および「流行にのる」という
ことについて整理しておきたい。　「流行」とは、
広辞苑によれば、　「急にある現象が世間一般にい
きわたること」9｝であるが、ある文化的現象ある
いは社会的慣習が世間に広まるためには、まず、
マスメディアによって情報が作られ、伝播されて
いく必要がある。だが、受信者側に何かしらの心
の準備がない限り、その情報は一過性の情報とし
てたとえ広範囲に広まったとしてもすぐに消え去
ってしまう。高田は、流行現象が成立するために
は、受信者側に「現在の生活とその背景としての
社会に対する何らかの飢餓感と将来的展開に対す
る願望がある」1°）としている。世間一般の人々の
心に現状に対する何かしらの飢餓感がある時、そ
の飢餓感を満たすような情報は流行する可能性を
もつのである。そして人々は、①自己の価値を高
く見せようと考えたり、②集団や社会に適応しよ
うとする時、③新奇なものを求める時、④個性化
と自己実現をしようとする時、⑤自己防衛をした
い時に流行をとりいれる。11）
　つまり、人々の心の中にまわりの社会に対する
何かしらの飢餓感がある時、人々はその飢餓感か
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らの解放を求める。そこで「流行にのる」ことで
社会の中での自分の位置が変化することを期待す
るのではないだろうか。そして、その「流行にの
る方法」として流行のものを身にまとうことで、
自己の価値を高く見せたり、制服を着るように大
多数の中の属性に自分を還元したりするのではな
いかと考えられるのである。
　では、ダイエットの流行については、どのよう
な飢餓感が隠されており、どのような適応の仕方
がなされているのだろうか。
2－2ダイエット流行の背景に隠される飢餓感と適
　　応
　ダイエットに関しては1976年から1980年と、
1990年以降の2回に大規模な流行が見られる。
これを仮に、それぞれ第一次流行期、第二次流行
期とする。
　1970年代という時代、日本は高度成長期へと
入り、女性たちは家庭においてやっと衣食住を心
配しなくてすむようになった。そして生活を心配
する必要がなくなった女性たちは社会の中での自
分の立場を意識するようになり、男性からより多
くの場面で見られることを望んだ。12｝その一方で
男性たちはエコノミックアニマルといわれるほど
に働き家庭をかえりみる余裕がなくなる。社会の
中で女性は孤立感を感じ始めるのである。これが
この時代の女性たちにあった飢餓感なのではない
かと思われる。そしてその飢餓感からの解放の方
法として、女性たちはやせることを選んだ。社会
はその時代に欠乏しているものに価値を置く。60
年代男性の女性に対する美的基準はより豊かなイ
メージをもたらすグラマラスであったのだが、食
生活に不自由しなくなった70年代になると女性
の体格は概して良好になり、グラマラスな女性は
（中には明らかに肥満体と思われる者もいたが）
多く見られるようになっている。グラマラスな女
性が社会に普通に見られるようになった時、男性
はそこにはいない、食物が十分あるにもかかわら
ずあえて食べないでいるかのような細い身体に価
値を置くようになった。13）そして、1967年のツイ
ッギー来日を期に「スリムであること」が新しい
美的基準となったのである。この時代の女性誌の
ダイエット記事には「夫がきらう…」「男に好かれ
る…」といった異性を意識した言葉が多く見られ
る。14｝孤立感を感じた女性たちはッイッギーのよ
うにやせることで自己の価値を高く見せ、それに
よってより多く男性から見られることを達成しよ
うとしたのである。
　この当時その孤立感をながめていたもう少し若
い世代は、孤立感からの解放をめざして、また別
の方法を選んだ。それが次の80年代の世代であ
る。彼女たちの場合、自分たちが社会の中で男性
と同じような立場に立つことで女性ならではの孤
立感からのがれようとした。キャリアウーマンと
いう用語が生まれたのも、男女雇用機会均等法、
夫婦別姓、非婚ということが話題にのぼったのも
この時代である。か弱い、女らしいというイメー
ジを捨て、男性と同じ人間であることを主張しよ
うとした。15）そのために女性たちは外見的にも男
性に近づくことを望んだ。ダイエットをしてまで
やせて男性好みにに見られるための努力をするか
わりに逆にDCブランドといわれる男性のように
大きく見える服装をし、肩パッドとアタッシュケ
ースを身につけるようになった。
　そして次の世代である。90年代に入ると女性
は男性と十分同等の立場を主張できるようになっ
た。社会における立場や扱われ方の差は、性別に
よる理由よりも本人の性格、実力などの理由によ
るものとなった。その点では70年代のような女
性ならではの孤立感からは解放されたはずである。
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しかし、それは同時に「女性だから」という甘え
も許されなくなったことを意味する。すなわち、
　「か弱い、優しい、美しい」などの女性特有の美
的な価値は社会における価値基準として前のよう
には認められなくなり、かわりに男女共通の価値
基準として「実力ないし能力」の方を要求される
ようになったのである。1990年にバブルが崩壊
すると、男女ともに実力のない者はリストラ、就
職難などで四苦八苦するようになる。実力のある
女性は男性以上の立場を確保できるが、実力がそ
れほどでない者は女性だからという利点も許され
ず、人間としての存在自体が危うくなってきたの
だ。さらに、80年代後半にアメリカより健康ブ
ームが上陸したことも影響する。16》目に見えない
実力をはかる目に見える尺度として肥満が取り上
げられるようになったのだ。佐藤は肥満に対する
このような価値観の変化について以下のように指
摘する。
「『肥満』をめぐる論議で興味深いのは、それが身
体問題としてよりも精神あるいは意志の問題とし
て捉えられている、という点である。論議の骨子
を要約すれば、こういったことになろう。すなわ
ち、体重コントロールの方法はすでに確立してい
て本人の意思さえあれば十分可能である、それを
実践しないで『減量』できないのは、要するに『意
志が弱くて精神的に脆弱であるからだ』というの
である。そして『脆弱な精神』しかもちあわせて
いない人物なら、大した仕事もできないだろうと
いう評価に直結する。いまや、身体の一要素であ
る体重が、意志や精神力をはかる指標として、能
力評価の目に見える基準として機能し始めている
のである。」17）
　このように、存在の有効性＝実力、実力の有無
＝肥満度という価値観が社会にあるのならば、男
女ともに社会でその存在を認めてもらうためには、
肥満ではないことを示すことで実力の一端を示す
か、または実力以外の存在価値を見せるという二
者択一の方法を選択しなければならなくなる。前
者が社会への「適応」であり、後者は社会から自
己を孤立させる「防衛」である。中村は、現代社
会の価値観への過剰適応が、病的なまでに行われ
る「ダイエット症候群」であり、過剰防衛が「お
たく」であるとしている。18｝
　このように、90年代の飢餓感とは、女性とし
てというよりも人間としての自己の「存在の安
定」に対する飢餓感であり、その飢餓感からの解
放の方法としてダイエットを行うこと、あるいは
自分の世界にこもることが選ばれたのである。
　以上の点から、第一次流行期、第二次流行期と
もに、女性たちは現状よりもより多く人から見ら
れること、より多く実力を認められること、すな
わち自分の存在の有効性をより強く認めてもらう
ことを望んでいると考えられよう。そして、その
ために「太っているよりは太っていない方がよ
い」という社会の価値基準に適応しようとしてや
せる努力を始めると考えられる。19）
3，身体故の問題
　以上のように、人々は現在の社会に何らかの飢
餓感を持つ時、その飢餓感からの解放を求めて、
社会への適応として流行にのる。そしてダイエッ
トを行う場合もその例外ではない。だが、ダイエ
ットの場合は他の例えば、服装や雑貨などの流行
にのる場合と異なり一度その流行に乗り始めたら、
長期にわたり乗り続ける。さらにたとえ自分の体
調が悪くなっても（つまりその流行のものが自分
に合っていないとしても）それをやめることをし
ない、またたとえ社会から「その流行はまちがっ
ている」というメッセージ（拒食症への批判、ス
リミング化粧品の有効性への疑問など）を与えら
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れたとしても、流行にのることをやめようとしな
い、といった特殊な状況がある。ここには、その
流行にのることで変化させようとしている対象が
自分の身体である故の特殊性があると思われる。
そこで、次にその身体故の問題について考察して
いきたい。
3－1身体の知覚
　身体の問題を考える時、まず最初に確認してお
かなければならないことは、人は「身体を持つ」
のではなく、「身体である」ということである2°）
人は生きていく限り、自分の身体を使用するのだ
が、同時に身体が生きていない限り、人として存
在しないのである。死体は身体を持っている。だ
がその身体は生きてはいない。従ってたとえ死者
にたましいがあったとしてもその死体は人として
の存在とは異なる。また、脳死状態では人は、他
者の助けなしでは心臓すら動かすことができない、
つまり身体を使用することはできないが、生きて
いる以上明らかに人なのである。
　人と身体はある意味で同一であるゆえに、自分
の身体を直接に知覚することはできない。自分の
目で自分の背中を見ることはできないし、自分の
手で自分の心臓をさわることもできない。ほかな
らぬ自分自身の身体を知覚するためには、何らか
の方法で他者の手を借りる必要があるのである。
鷲田は、人が身体を知覚する時、その知覚はイメ
ージであるとしている。
「ぼくの身体でぼくがじかに見たり触れたりして
確認できるのは、つねにその断片でしかないとす
ると、このぼくの身体って離れてみればこんなふ
うに見えるんだろうな…という想像のなかでしか、
ぼくの身体はその全体像をあらわさないと言って
いいはずだ。つまり、ぼくの身体とはぼくが想像
するもの、つまり〈像（イメージ）〉でしかありえ
ないことになる。言いかえると、見るにしろ、触
れるにしろ、ぼくらはじぶんの身体に関しては常
に部分的な経験しか可能ではないので、そういう
ばらばらの身体知覚は、ある一つの想像的な『身
体像』を繋ぎ目としてたがいにパッチワークのよ
うにつながれることではじめて、あるまとまった
身体として了解されるのだということだ。」2’｝
　ちょうど、ついたての向こう側にある物をあて
るゲームと同じである。そこに何かあることはわ
かっていても、それを直接見ることはできない。
ついたての横にいて自分のかわりに見て、自分に
ヒントを与えてくれる人の言葉からイメージを作
り出しそこにある物をあてる状況である。このよ
うに自分自身の身体を直接に知覚することができ
ないので、人は常に不安定でいなければならない。
そしてそれゆえに様々な問題がおきてくる。
　まず、イメージである以上、その知覚には誤差
が生じる。自分がイメージしている身体と他者が
実際に直接知覚した身体が異なっている場面がで
てくる。会津短期大学が1990年に行った健康に
関する意識調査では、　「自分の体格について」と
いう項目において約4割が主観的評価と客観的評
価（ブローカー指数桂変法）との間で誤差を生じ
ていた。22｝さらに、直接に身体を知覚できないの
で、ダイエットの必要性（自分が肥満か否か）や
達成度（どの程度やせたか）についても、イメー
ジまたは他人による指摘でしか知ることができな
いという問題もでてくる。
　誤差があることに気づかない内は、自分の身体
について自分が持っている主観的なイメージを信
用していればすむのだが、いったん誤差があるこ
とに気づかされたなら人はどう行動するであろう
か。例えば定期健康診断の折りに何か一つの数字
が正常値を超えていた場面を考えてみると、突然
体調を心配し始めたり、再び医者に判断を求めた
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りするのではないだろうか。そしてさらに、その
医者に「ちょっと越えているけれど気をつけて」
というようなあいまいなヒントを与えられたなら
ば、次には自分はどこか悪いのではないのかと心
配したり、再検査を希望したり、別の医者にアド
バイスを求めたりするのではないかと思われる。
つまり人は、自分の身体についての主観的イメー
ジに誤差があることを気づかされると自分の主観
を支えている評価基準すなわち自分の価値基準そ
のものに対して疑心暗鬼になってしまい、その価
値基準を元にして選んだ他者についても信用でき
なくなってしまう傾向があるのである。その結果
次々と大量に情報を得ないではいられなくなって
しまう。そして、数限りない多くの方法をたとえ
試してみても、それによる達成度を直接知ること
ができないので、際限なくいろいろな方法を試さ
なくてはいられなくなってくるのである。拒食症
患者やエステに通い続ける人々には、周囲のほん
のちょっとした他愛ない言葉がきっかけでダイエ
ットを始め、一つの方法ではやせきれないような
気がして、次々とダイエットの方法を試して病的
な状態に陥る人が多い。23）またたとえ病的ではな
くとも、体重、体脂肪のいわゆる標準値を示され
たならば、人々はどうにかして標準値に近づこう
とするだろうし、体重が減り始めたなら、次には
標準値より少しでも少なくなろうと考えるだろう。
ここにも危険性がある。身長155cm、60kgの人に
とって体調を維持するため必要なのは5kg体重を
落として55kgとなるだけであるかもしれないの
だが、標準値というあいまいな情報が与えられた
がために10kg落とそうとするだろうし、無事に10
kg落ちたならば、標準値よりさらに少ない45　kg
をその人自身が自分の新しい主観的な標準値とし
て設定してしまう可能性は十分にある。鷲田は、
身体の表面には「美しさ」「正しさ」に対する規範
があり、その「正しい身体」と自分の本物の身体
がずれていることに気づいた時、人々は自分の本
物の身体の方が間違っていると思いがちであると
指摘している。24）
3－2「身体」の管理と「からだ」の管理
また人は「身体である」ということは、人は自分
の身体を自分の所有物として自由には扱えないと
いうことをも意味する。日常の場面でも道でつま
ついたり、飛んできたボールをよけられなかった
り、旅行の前日に熱を出したりと、ほかならぬ自
分自身の身体が自分の思うように動かない場面に
出会うことは数多くある。確かに訓練や生活習慣
によってある程度の部分は自由に扱えるようにな
るのだが、どのように努力をしても自由にならな
いこともある。佐藤によれば、人の「身体」とは
解剖学的・生理学的な自然存在である「からだ」
をベースにしつつ、文化として存在している多種
多様な運動形式を、後天的な人為過程の中で身に
つけるにいたった文化的存在とのことである。25）
文化的存在である身体については人は自由に変化
させることができるが、自然存在である「からだ」
の部分については人は何も手をほどこすことはで
きない。鷲田の言う「身体は自分であるが自分の
所有物ではない」26》ということの意味はこのよう
な「からだ」についての不自由性を表しているの
だろう。
　肥満とダイエットについても、現代の肥満は食
生活の変化や生活習慣に根ざしているのであるな
らこれは文化的なものである。食べ物を食べる回
数や食べ物の種類、量が増加したり、デスクワー
クばかりをしているとするなら、食事を変化させ
る、運動を行うといったことは生活習慣を変える
ことには効果があるだろう。だが、運動をするこ
とで、どこの脂肪を燃焼するか、燃焼することで
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身体のどの部分の脂肪を減少させられるかについ
ては人は自由に管理することはできない。また食
事の量や質を制限することについてもそれによっ
て摂取カロリーを減少させることはできるが、摂
取カロリーを減少させれば必ず体脂肪を減少させ
られるというわけではない。27）さらに医学的標準
値は、良い「からだ」の状態を保つために最適と
思われる値である。ダイエットの方法は、それ以
上に体重が多い人々の「身体」を改善するために
有効な方法である。従って、すでに標準値の範囲
内にある人々がその方法を実行した場合、それは
「からだ」を変形させてしまうことになる。
　個人の体調が悪く、その時に指標である医学的
標準値、体脂肪より多い場合は確かに過剰な脂肪
が原因で体調が悪いのかもしれない。その過剰な
脂肪の部分がその個人にとって間違って作ってし
まった「身体」なのである。それは後天的につく
られたものであるから訓練や生活習慣の改善によ
って変化させることはできるはずである。それに
よって体調が改善されたなら良い「からだ」の状
態になったということである。しかしすでに標準
値の範囲内にある者がやせたいという理由だけで
体重を変化させようとするならば、それは良い状
態の「からだ」を変形させようとしまうことにな
る。その時「からだ」はヒトとして生命を維持す
るためにあらゆる抵抗を行うだろう。この点につ
いて、現在人々は「健康管理」あるいは「美的価
値」という名の下で拡大解釈を行い、いつからか
「からだ」そのものの管理を行おうとしてきてい
るように思われる。28）医学や健康科学の発達によ
って、ある程度「身体」を管理していく方法につ
いても解明されてきている。しかし、「身体」を
管理することは可能であっても、　「からだ」を管
理しようとしてはならないのである。それにもか
かわらずいつからか人々は「からだ」そのものを
変形させようとする方向に向いてきてしまったの
ではないだろうか。そして正しい「からだ」のイ
メージが正しい身体のイメージ29）として与えられ、
何とかしてそこに到達しようと人々は不可能なダ
イエットを行い続けることになってしまったので
はないだろうか。
　ダイエット発祥の地アメリカにおいては前述の
ように19世紀末にすでに肥満を悪とする思想が
めばえた。その頃食物の種類が多くなり、中流以
上の家庭で主に男性の間で大食による消化不良が
多くなり、その治療として断食療法が行われてい
た。そして、1880年アドウォーターにより食品
のカロリー、蛋白質の計算が行われ、過剰な栄養
がこの消化不良の原因であることが解明された。
20世紀に入って現代風の栄養学が一般家庭の主
婦にも普及するようになると、食べ過ぎによって
体重が異常に多くなった場合に消化不良の他にも
様々な病気がひきおこされることが指摘され、そ
の予防のために食生活を改善することが奨励され
るようになった。つまり、この時点で病気の治療
であったダイエットが病気予防すなわち良い「か
らだ」の状態を保つために「身体」を改善する方
向へと転換したのである。そして肥満であること
が病気の可能性を示すようになり、第二次世界大
戦の勃発により健康な若者を戦地に送り出し、健
康な女性がかわりにアメリカ本土で仕事をする必
要性がでてきた時に、体調に関わらず「他人より
太っている者は太っていない者よりも不健康であ
る」といういわば道徳的な考え方が生まれてき
た。3°）そしてそれ以後、アメリカでは他人より少
しでもやせて見えるようにありとあらゆる努力が
行われるようになった。　「身体」を改善すること
が拡大解釈されて「からだ」を変えようとする試
みが始まったわけである。戦後まず行われたのが
食事の制限、薬品の利用、整形であった。そして、
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1970年代に健康食品ブームがおこり、ノンカロ
リー、低カロリー食品が流行した。1980年には
ジェーン・フォンダが「自分の体は自分自身の訓
練で変えることが可能である」3bという考えのも
とでワークアウトを提唱し、また1986年に脂肪
吸引術が行われるようになった。この80年代の
時点では個々人が良い「からだ」の状態を保つた
めに生活を改善するという考え方から、完全に他
人という標準よりやせて見せるために「からだ」
を変えていく考え方に変わっている。そしてつい
に90年代に入ると肥満の原因対策として幼児期
や乳児期の管理、さらに胎児期の管理までが話題
にのぼっているようである。32）
　日本においてはまだこれほど過激ではないよう
だが、80年代になってからダイエット食品や健
康食品の種類が多くなっている。また、雑誌記事
にも具体的な体重の数値が「理想」あるいは「標
準」という形で掲載され、「かくれ肥満」という
言葉も生まれ、体調や医学的標準値と関わりなく
ある体重より多くてはならないという暗黙の規定
が生まれまれ始めているように思われる。
4，標準値が表す意味について
　では、この「標準」「理想」といった正しい身体
のイメージは、若い女性たちにとってどのような
ものなのだろうか。
　前述したように近年やせる方法については非常
に多くの方法が考え出され、その中にはかなりの
程度医学的にも裏付けされたものがある。しかし
それは、身体組成の中で明らかに脂肪の割合が多
く、そのために体調を崩しているまたは崩すおそ
れがある状態、すなわち悪い「身体」の状態を、
ちょうど良い「からだ」の状態に戻すための治療
方法として研究されたものであり、その枠組みの
中でのみ有効な方法である。そしてこの「ちょう
どよい」状態が医学的な標準値なのである。医学
的な標準値の割り出し方にはいろいろな方法があ
るが、一般的にはブローカー指数桂変法と体脂肪
率計を使用した方法が多く利用されている。33’最
も簡単なブローカー指数桂変法によれば、　（身長
一100）×0．9の値が医学的標準値であり、その値
の±10％の範囲内が正常、IO・－30％増の状態を
肥満状態、30％以上を要治療の肥満症とされて
いる。34）例えば身長155cmの場合、49．5　kgが医
学的標準値で44．5　kg－54．5　kgが正常範囲、それ
以上が肥満ということになる。従ってダイエット
が必要な人とはこの場合体重が55kg以上の人で
あり、ダイエットの方法は49．5～54．5kgの範囲に
戻すことを目標にした場合に有効ということにな
るQ
　だが現実には若い女性たちの場合、身長155cm
で54．5kgの状態を正常すなわち正しい状態とは
考えてはいない。54．5kgを目標にダイエットを
行う人も少ないだろうし、自分は53kgであるか
らダイエットは必要ないと考えている人も少ない。
1998年ll月に学習院大学の1年生女子47人（ス
ポーツ・健康科学1ダンス履修者）に「身長155
cmの女性に出会った場合、　『その女性は太って
いる』とあなたが感じる時、その人は何kgだと
思いますか」「『普通である』と感じる時は何kgだ
と思いますか」という質問をして数値の範囲を記
述させたところ、47人中31人が正常範囲上限よ
り少ない体重（50kg－53　kg）の人でも「太ってい
る」と感じていた。また、普通と感じる体重につ
いては28人が45kg～50　kgとしていた。つまり、
彼女たちの場合は正常範囲下限から医学的標準値
までの数値を「標準」として感じているのである。
さらにこれを自分の場合と仮定して「自分の身長
が155cmと仮定した時何kgならば普通と思いま
すか」「理想として何kgになってみたいと思いま
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すか」という質問を行ってみたところでは、普通
に関しては18人が正常範囲下限から医学的標準
値の範囲を答え、正常範囲下限から正常範囲上限
までの範囲が8人、21人が正常範囲下限よりさ
らに少ない体重を答えた。また理想に関しては、
40kg以上45　kg未満が19人、48　kgが3人、7人
が40kg未満の数値をあげていた。これらのこと
からも少なくとも彼女たちの場合、他人を見る場
合は医学的標準値より少し少ない体重を自分たち
の主観的標準値とし、自分の場合は正常範囲下限
またはそれよりさらに少ない体重を自分の主観的
標準値と感じていると思われる。そしてもしでき
るならそれよりもう少し少ない体重になることを
望んでいると考えられる。ここでは良い「からだ」
を表す医学的標準値は価値を持っていない。なぜ
そのようになるのだろうか。
　若い女性たちは幼い頃から「標準値」という情
報を与えられている。これは肥満でない指標とな
る数字であり、それより多い体重はたとえ正常範
囲であっても標準よりは多い体重すなわち標準で
はない危険な数字なのである。従って「標準値」
はまず普通であるための必要条件となる。必要条
件とは、これを満たさないことには次の段階へは
進めない条件である。これを満たすのは当然のこ
ととなる。例えば身長155cmの場合、49。5　kgで
あるのは当然であり、まずそれよりも多い体重で
あることはその場から排除されてしまう。そして
必要条件を満たしたならば、そこにとどまってい
たのでは他の多くの人に埋もれてしまうことにな
る。満たして当然の条件を満たしただけでは、そ
こまでの努力に他人は何も価値を見出してはくれ
ない。2－2で述べたように、誰かに少しでも自分
を見てほしい、誰かに自分を少しでも認めてほし
いという飢餓感があってダイエットを始めたので
あるから、他人に埋もれていてはその飢餓感は満
たされることはない。そこで周りにいる人・々より
少しでも価値を持つためには、その人々より少し
でも体重が少なくなければならないという強迫感
が生まれてしまう。35》この時、彼女たちにとって
新しく満たすべき標準値は周りにいる人の体重と
いうことになる。そしてこの数値は相対的なもの
であり、周囲の人が今の状態より少しでも体重を
減少させたならそれにより、標準値も変化してし
まうことになる。この「周囲よりやせなければ認
められない」という強迫感を感じた時にダイエッ
トを行うことにより健康を損なうという本末転倒
が始まり、やせるだけで幸せが訪れるという誤っ
た考えが生まれてしまうのではないだろうか。
　女性たちはしばしば、留学、転職など環境が変
わることがわかっている時、その時までにやせて
おこうと考えるようである。若い女性たちに、認
められたいという飢餓感があり、標準値より少し
でも少ない体重になれば認められる可能性がある
と考えるならば、彼女たちにとっては飢餓感を満
たすためならば健康である必要はなくなってしま
う。認められるための条件はあくまでも体重その
ものであり、実際に健康であるということは認め
られるための条件とは異なるからである。従って、
無理なダイエットは健康を損なうという点をいく
ら周囲の者が注意をしても「認められたい」とい
う飢餓感が満たされない限り彼女たちはダイエッ
トを続けて指標としての数値より少なくなろうと
努力してしまうことになる。矢崎のルポルタージ
ュに、相対的な標準値を満たすために、そしてそ
れより少ない体重になるために、際限のない努力
を行い続ける多くの女性の例が掲載されてい
る。36）
　標準値が相対的なものである限り、自分も周囲
の他人もお互いに相手よりも少しでも体重を減少
させようと考えてしまう。そして周囲の人々より
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少しでも認められるためには周囲の人よりもやせ
なくてはならず、もし理想として誰よりも認めら
れたいと考えるならば、誰よりもやせなくてはな
らないということになる。そしてお互いに競争の
ように努力し合ってしまうことで、際限のない悪
循環が始まるのである。
結語
　以上、ダイエット関係の雑誌記事の検討から始
まり、流行の陰に隠された心について、身体故の
問題、標準値についてと考察を進めてきた。それ
をまとめると、人は現状について何かしらの飢餓
感がある時に流行にのろうと考える。ダイエット
の場合の飢餓感とは、周囲の人に今以上に自分を
見てほしい、今以上に自分を認めてほしい、とい
うもの、つまり「自分の存在についての有効性を
安定させたい」というものであった。そしてデザ
インの対象である自分の身体は直接に知覚できな
いので常に他人の評価というヒントでしか自分の
状態を知ることができない、「身体」を変えるこ
とは可能であっても身体の「からだ」の部分は変
えることができないので努力をしても成果が現れ
ない。その意味で身体とは自分が身につけている
ありとあらゆるものの中でも最も不安定なもので
ある。そしてまた、認められるための指標として
の標準値は、医学的な健康を保つための標準値と
は一致しない相対的なものであり、周囲の誰より
も認められたいと考えるならば、周囲の誰よりも
やせなければならなくなってしまう、ということ
になる。
　従って周囲の人よりも認められることにより飢
餓感が充足されない限り、人は際限なくやせよう
と考え、そのために健康すら損なう危険性がある。
では、そのような誤ったダイエットへの志向をい
くらかでも改善させるために、体育の立場からど
のようなことができるのだろうか。具体的な方法
については今後の課題となるだろうが、まず原則
として、自分の身体そのものをもう一度見つめ直
させ、自分の身体は思うほど自分の意志のとおり
にはコントロールできないということに気づかせ
ることが必要であろう。さらに、周囲に見てもら
う経験を積み重ねること、自分がいなければ他人
も何もできなくなってしまうこともあることを知
らせることでいくらかでも飢餓感の充足をはかる
ことも重要である。そして、その際必ず大勢がと
もに行うことで達成度についての情報を可能な限
り多くフィードバックしてあげなければならない。
この原則にのっとるならば、例えば道具を使用し
ないトレーニングや、ダンスの発表などの見られ
る体験、またバスケットボールなどのチームスポ
ーツを競技可能なぎりぎりの人数で行うことも有
効かもしれない。
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